
家畜人工授精に関する講習会等に関する規程 (昭和35年３月22日告示第328号)

最終改正:令和２年９月29日告示第603号

改正内容:令和２年９月29日告示第603号 [令和２年10月１日]

○家畜人工授精に関する講習会等に関する規程

昭和35年３月22日告示第328号

改正

昭和55年７月15日告示第877号

昭和59年９月25日告示第840号

昭和61年12月12日告示第1182号

平成２年３月27日告示第268号

平成４年12月25日告示第1102号

平成５年３月30日告示第330号

平成６年３月31日告示第324号

平成８年３月15日告示第244号

平成９年７月11日告示第702号

平成12年３月31日告示第287号

平成14年３月29日告示第326号

平成18年３月31日告示第484号

平成19年７月20日告示第566号

平成22年３月31日告示第316号

平成28年５月27日告示第498号

令和２年９月29日告示第603号

家畜人工授精師養成講習会規程を次のように定める。

家畜人工授精に関する講習会等に関する規程

（趣旨）

第１条　この規程は、家畜改良増殖法（昭和25年法律第209号）第16条第２項の規定により県が行う家畜人工授精に関する講習会及び家畜人工授精及び家畜

体内受精卵移植に関する講習会（以下「講習会」という。）並びに修業試験に関し必要な事項を定めるものとする。

（講習会の家畜の種類及び期日等）

第２条　講習会は、牛について実施する。

２　講習会は、毎年知事が適当と認めた時期に実施する。

３　講習会の実施に関し必要な事項は、講習会の20日前までに告示する。

（講習会の科目及びその時間）

第３条　講習会の科目及びその時間は、別表のとおりとする。

（定員）

第４条　講習会の定員は、その都度知事が定める。

（受講資格）

第５条　家畜人工授精に関する講習会は、次の各号のいずれかに該当する者でなければ受けることができない。

(１)　学校教育法（昭和22年法律第26号）による高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有すると知事が認めた者

(２)　学校教育法による中学校若しくは義務教育学校を卒業した者若しくは中等教育学校の前期課程を修了した者又はこれと同等以上の学力を有すると知事

が認めた者で知事が指定する試験研究機関等において家畜人工授精の実習に２年以上従事したもの

２　家畜人工授精及び家畜体内受精卵移植に関する講習会は、牛について家畜人工授精に関する講習会の修業試験に合格した者でなければ受けることがで

きない。

（願書）

第６条　講習会の講習を受けようとする者（以下「受講希望者」という。）は、家畜人工授精に関する講習会（家畜人工授精及び家畜体内受精卵移植に関する講

習会）受講願書（様式第１号）に、次に掲げる書類を添えて知事に提出しなければならない。

(１)　履歴書（様式第２号）

(２)　最終学校の卒業証明書

(３)　前条第１項第２号に該当する者にあっては、職歴証明書（様式第３号）

(４)　家畜人工授精及び家畜体内受精卵移植に関する講習会の講習を受けようとする者にあっては、牛について家畜人工授精に関する講習会の修業試験に

合格していることを証する書類

（選考）

第７条　受講希望者が定員を超える場合は、選考する。

２　選考方法は、知事が定める。

（受講及び修業試験免除申請書）

第８条　家畜改良増殖法施行規則（昭和25年農林省令第96号）第24条の２第１項又は第２項の規定による講習会の受講及び修業試験の免除を受けようとする

者は、受講及び修業試験免除申請書（様式第４号）に、同条第１項の規定による免除の場合にあっては学校教育法による大学その他農林水産大臣の指定す

る教育機関において当該免除に係る科目を修めたことを証する書類を、同条第２項の規定による免除の場合にあっては他の種類の家畜について講習会の修

業試験に合格していることを証する書類を添えて知事に提出しなければならない。

（修業試験の合格証明書）

第９条　知事は、講習会の課程を修了し、その修業試験に合格した者に合格証明書（様式第５号）を交付する。

附　則

１　この規程は、昭和35年４月１日から施行する。

２　家畜人工授精師養成講習会規程（昭和29年岩手県告示第683号）は、廃止する。

附　則（昭和55年７月15日告示第877号）



この告示は、昭和55年７月15日から施行する。

附　則（昭和59年９月25日告示第840号）

この告示は、昭和59年９月25日から施行する。

附　則（平成２年３月27日告示第268号）

この告示は、平成２年４月１日から施行する。

附　則（平成４年12月25日告示第1102号）

この告示は、平成４年12月25日から施行する。

附　則（平成５年３月30日告示第330号）

この告示は、平成５年４月１日から施行する。

附　則（平成６年３月31日告示第324号）

１　この告示は、平成６年４月１日から施行する。

２　この告示による改正後の家畜人工授精に関する講習会等に関する規程に定める様式は、この告示の施行の日（以下「施行日」という。）以後に提出する申請

書等について適用し、施行日前に提出した申請書等については、なお従前の例による。

附　則（平成８年３月15日告示第244号）

この告示は、平成８年４月１日から施行する。

附　則（平成９年７月11日告示第702号）

この告示は、平成９年７月11日から施行する。

附　則（平成12年３月31日告示第287号）

この告示は、平成12年４月１日から施行する。

附　則（平成14年３月29日告示第326号）

この告示は、平成14年４月１日から施行する。

附　則（平成18年３月31日告示第484号）

この告示は、平成18年４月１日から施行する。

附　則（平成19年７月20日告示第566号）

この告示は、平成19年７月20日から施行する。

附　則（平成22年３月31日告示第316号）

この告示は、平成22年４月１日から施行する。

附　則（平成28年５月27日告示第498号）

この告示は、平成28年５月27日から施行する。

附　則（令和２年９月29日告示第603号）

この告示は、令和２年10月１日から施行する。



別表（第３条関係）

１　家畜人工授精に関する講習会の科目及びその時間

区分 科目 時間

学科

一般科目 畜産概論

時間

４

家畜の栄養 ３

家畜の飼養管理 ３

家畜の育種 ７

関係法規 ５

専門科目 生殖器解剖 ５

繁殖生理（神経・内分泌及び雌繁殖生理） 13

精子生理（雄繁殖生理） ７

種付けの理論（妊娠と分娩） ４

家畜人工授精及び家畜人工授精用精液の保存 17

実習 家畜の飼養管理 ４

家畜の審査 ７

生殖器解剖 ４

発情鑑定 ６

精液精子検査法 ８

家畜人工授精及び家畜人工授精用精液の保存 45

２　家畜人工授精及び家畜体内受精卵移植に関する講習会の科目及びその時間

区分 科目 時間

学科

体内受精卵移植概論

時間

８

受精卵の生理及び形態 16

体内受精卵の処理及び保存 16

受精卵の移植 ８

実習 体内受精卵の処理及び保存 50

受精卵の移植 26



様式第１号（第６条関係）



様式第２号（第６条関係）



様式第３号（第６条関係）



様式第４号（第８条関係）



様式第５号（第９条関係）


